
資料１

平成 30 年度 全国学力・学習状況調査

質問紙調査と教科に関する調査の説明資料

７ページからの「教科に関する調査」の結果の概要については、「◆」

印がついた課題があると考えられる主な設問や「▼」印がついた全国との

差がマイナス５ポイント以上の設問を取り上げており、国語、算数・数学

については問題番号の前にＡ、Ｂ問題の区別を付けて表記している。 



1 

学習に対する関心・意欲・態度（理

+6.4 



2 

学習に対する関心・意欲・態度（算数・

+5.1 +11.4 

+9.4 
+9.8 

+5.3 



3 

規範意識、自己有用感等 

+6.3 
+5.1 +16.8 +24.1 

+9.1 
+9.7 

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 全国

小学校 91.8％ 92.5％ 91.4％ 89.5％

中学校 93.0％ 93.9％ 93.6％ 95.1％

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 全国

小学校 79.0％ 79.9％ 87.3％ 84.0％

中学校 69.1％ 70.4％ 80.0％ 78.8％

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 全国

小学校 93.2％ 92.6％ 95.4％ 95.2％

中学校 90.9％ 90.9％ 93.7％ 94.9％

平成 29 年度と比較 

小学校 ＋7.4

中学校 ＋9.6



4 

学習習慣等 

+12.0 +13.0 +6.2 +8.8 

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 全国

小学校 59.5％ 62.6％ 66.4％ 67.6％

中学校 46.5％ 50.3％ 49.1％ 52.1％

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 全国

小学校 96.7％ 96.3％ 97.2％ 97.1％

中学校 84.5％ 81.1％ 86.9％ 91.6％

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 全国

小学校 59.0％ 61.2％ 63.2％ 66.1％

中学校 68.9％ 71.1％ 72.5％ 70.6％

+10.9 



5 

+9.6 +8.2 

主体的・対話的で深い学びの視点による学習指導改善に関する取組状況等

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 全国

小学校 69.6％ 70.9％ 80.5％ 77.7％

中学校 66.9％ 68.5％ 76.7％ 76.3％

平成 30年度 新規項目



6 

基本的生活習慣等 地域や社会に関わる活動の実施状況等 

+13.1 +16.5 

+6.7 
+10.7 

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 全国

小学校 79.3％ 78.1％ 81.6％ 80.5％

中学校 71.8％ 70.8％ 73.2％ 76.0％

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 全国

小学校 55.3％ 47.4％ 52.5％ 62.7％

中学校 35.0％ 31.9％ 38.6％ 45.6％



7 

小学校<国語> 

課題となる主な設問

◆Ｂ１三 

目
的
に
応
じ
、
条
件
に
即
し
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
書
く
こ
と



8 

正
答
例

○
北
川
さ
ん
が
話
し
た
よ
う
に
、
わ
た
し
も
言
葉
を
省
略
し

て
話
す
人
は
確
か
に
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

相
手
や
場
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
え
な
が
ら
、
言

葉
を
な
る
べ
く
省
略
せ
ず
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
91
字
）

○
時
代
に
よ
っ
て
言
葉
の
使
わ
れ
方
は
変
わ
る
と
小
池
さ
ん

は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
言
葉
の
本
来
の
意
味

や
使
い
方
を
き
ち
ん
と
学
ぶ
べ
き
だ
と
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
言
葉
の
本
来
の
使
い
方
を
調
べ
て
使
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
（
98
字
）

話し手の意図を捉えながら

聞き、自分の意見と比べる

などして考えをまとめる

正答率：36％、＋２ 



9 

課題となる主な設問

◆Ｂ３(1) 

メモの情報とグラフを関連付け、総数や変化に着目していることを解釈し、それを記述すること 

正答例 

メモ１は、12 月の人数に着目して書かれていて、メモ２は、７月

の人数と 12 月の人数の差に着目して書かれています。 正答率：25％ ＋４

小学校<算数> 



10 

課題となる主な設問

◆４(4) 

食塩水を熱したときの食塩の蒸発について、実験を通して導きだす結論を書く 

正答例  

食塩水の食塩

は蒸発しない 

他者の考察を実験結

果から言えることだ

けに言及した内容に

改善し，記述する 

正答率：38％ ＋２

小学校<理科> 



11 

中学校<国語> 

２

マ
ク

（
正
答
）
幕

正答率：67％

－６

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く
こ
と

▼Ａ８一 

【
参
考
】

１

束
ね
る

76
％

３

許
す

68
％

－３ －３

【
参
考
】

平
成
二
十
九
年
度

１

規
模

57
％

２

延
期

56
％

３

営
む

78
％

－７ －７ －６

課題となる主な設問



12 

課題となる主な設問

目
的
に
応
じ
て
文
の
成
分
の
順
序
や
照
応
、
構
成
を
考
え
て
適
切
な
文
を
書
く

◆Ａ８四２正
答
例

○
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
努
力
す
る
姿
に
心
を
打
た
れ
た
。

○
彼
は
、
夕
日
の
美
し
さ
に
心
を
打
た
れ
た
。

【
参
考
】

慣用句の意味を理解する

正答率：96％、＋１

目的に応じて文の成分の

順序や照応、構成を考えて

適切な文を書く

正答率：25％、＋３



13 

課題となる主な設問

◆Ｂ４(2) 

発展的に考え、条件を変えた場合について、証明の一部を書き直すこと 

正答 ウを選択 ＯＡ＋ＡＥ＝ＯＣ＋ＣＦ 正答率：44％ ＋２ 

中学校<数学> 



14 

▼Ａ１(2) 

絶対値の意味を理解すること 

正答 ６、－６ 

絶対値が６である数を書く 

正答率：60％、－９ 



15 

◆３(1) 

コンピュータを使ったシミュレーションで台風の進路や風向を科学的に探究する場面において，日本の天気の特徴に関する知識と

観測方法や記録の仕方に関する知識・技能，条件制御の知識・技能を活用すること     

日本全体から見た台風の進路予想図の気象情報と、観測者が実

際にいる、ある場所で捉える気象現象とを関連付け、空間と方

位、時間の観点から正しく気象現象を予想する 

正答率：36％ －２ 

正答  ア 

課題となる主な設問

中学校<理科> 



16 

▼６(2) 

自転車のライトの豆電球型のＬＥＤが豆電球に比べて明るく点

灯したことに疑問をもって科学的に探究する場面において，電

流・電圧と抵抗及び電力と発生する光の明るさとの関係に関する

知識・技能を活用すること 

正答 5.0、５〔Ω〕 

実験結果の表から、必要な電流の値を抜き出し、オームの法

則を使って、抵抗の値を求める  正答率：46％、－６ 

抵抗〔Ω〕＝電圧〔V〕÷電流〔A〕

     ＝3.0÷0.60 


